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昭和51年度において,岩手県内養魚池で相次いで発生 し

た魚 (鯉 )の へい死事故の原因が,一部の農薬 (モ リネー

ト剤等 )に起因するのでないかとされ,そ の因果関係が間

題となつた。そこで,そのような農薬について魚毒性試験

を行うとともに,現地の水田灌漑水中の残留実態を調べ
,

除草剤使用の指導上の資料を得ようとした。なお,魚毒性

試験は,県養鯉場,北上保健所 (病理学的検査)の 協力の

下に実施 した。その結果の概要を報告する。

試 験 方 法

間養鰹場取水口附近 )の 農薬の濃度消長を調べた。

6 試験結果及び考察

鯉に対する毒性試験 : モリネー ト,ベ ンチオカ~プの

水槽内濃度消長を比較した結果,モ ツネー ト区の5, 1,

0 1 ppm区 は薬剤投入後 7日 めまで,0 01 ppm区 は 3日 め

までそれぞれ検出されたが,ベ ンチオカープ区は 5 pp]EXl

を除いて。いずれもモリネート区より消失が早かつた(図 1)。

1 鯉に対する毒性試験

場所 :紫波町日詰,県養鯉場

供試農薬 :

マメットSM粒剤

試験期間 :昭和51年 7月 23日 ～ 8月 11日 。

操作 :150ι ガラ
^水

糟に供試農薬を所定濃度になるよ

うに投入,溶解させた。供試鯉は, 1水糟当り20尾 (平均

体15物 ,体重60～ 80′ )を ,放飼し,エ アポンプで逃気し

た。

調査法 :へい死数とへい死魚の外見症状を調べるととも

に,解剖検査を行なつた。農薬の濃度消長は,モ リネート,

ベンチオカープの両成分を分析し,調べた。

各薬剤の水の残留分析法 (要旨):モ リネー ト～水 400

～ 800■ιを酸性とし,ク ロロホルム抽出し,留去,n― ヘ

キサンで一定容とし,FPD(S)付 OCで定量。

ベンチオカープ～水 400～ 800m′ を酸性とし,ア セ トン

抽出, n― ヘキサン転溶,濃縮,FPD(S)付 OCで定量。

2 現地の水田灌漑水中のモリネー トの残留実態

養魚池に影響のない現地水田31アールを対像として,昭

和51年 6月 15日 に,マ メットSM粒剤を3″/10a糊甲し,

2, 4, 7日 めまでの水中のモリネートの濃度を調べた。

次に自主規制後の状況をみるため,昭和52年 5月 31日 ～ 7

月27日 まで,花巻市の豊沢ダム水系にかゝる灌漑水路〈民

図 1 水憎における農薬成分の濃度消長

へい死魚の発生は,図 2に示 したようにモリネートの5,

l ppm区 では,5～ 7日 めに集中しているのに対 し,こ れ

より低濃度区の 01～ 0 01ppm区 では,かなり後期 (15日 ～

19日 め )に なつてからでもへい死する個体が認められた。

ベンチオカープ区では, 5pp]区が薬剤投入後30分以内

に全供試魚が急性的にへい死した。その後,エ アーパンブ

による通気を中止したためか,水中の濃度変化は少なかつ

た。 1 5ppm区はこれより遅れて 5～ 7日 めに集中してヘ

い死した。 05ppn区は更に遅れて発生 し, 8～ 16日 めま

でに約半数がへい死した。

両薬剤とも低濃度区では, 日数経過に伴い,検出限界以

下になつてからもへい死魚の発生がみられた。この理由は

明らかでないが投入初期に農薬が魚体にとりこまれ,生理

的に後期まで影響したことが考えられる。

へい死魚の外見症状および解割検査の概要 : モリネー

ト区は鯉に出血斑がみられ,貧血状態が全身的であり,現

地で発生 したへい死魚のそれとよく類似した。叉,生存中

は眼球突出のみられるものがあつたが,死後普通の状態に

戻つた。
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ベンチオカープ区では,貧血症状は認められなかった。

現地水田灌漑水の残留実態 : マメットSM粒剤を施用

した水田のモリネー トの濃度消長を表 1に示 した。水田内

(②,③,④ )では,施月2日 めておよそ2000 ppb力も ,

7日 めには29～ 88 ppbと 激減 した。開鎖系の水槽内と異な

1 水槽内試験では,モ リネー トよリベ/チ オカープの

方が消失が早い傾向であった。

2 両薬剤とも,低濃度区程へい死魚は少なくなり,そ

の発生は後期に現われた。モリネート区では水槽内初期濃

図2 除草剤の各濃度区における鯉の耐過日数 (昭 517.2016時～ 8H.12時 )

り,野外条件ではかなり急速に消失するようである。

一方,自主使用規制後の灌漑水の濃度 (表 2)は ,極 く

微量であり,水糟内濃度消長,魚毒性試験などからみて,

ほ 安ゞ全な濃度であると判断した。

めま

度が 0 023ppmの低濃度でも,へい死魚が発生 した。

3 モリネー ト区は貧血症状のものがみられたが,ベ ン

チオカープ区では認められなかった。

4 養魚池にかヽる灌漑水系で,モ リネー ト剤を自主使

用規制 した結果,そ の後のへい死魚の発生は確認されてい

ない。

表 1 水田灌漑水のモリネー トの濃度消長 (昭和51年度 )

採水地点
析  値 (ppb)分

考備
2日 め (6/16) 4日 め (6/18) 7日 日(6/21)

＞
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③

④

⑥
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表 2 養鯉場取水口附近の各薬の濃度消長 (昭和52年度 )

分析農薬 5ル/31日 6/■ 0 6/20 6/30 7/7 7/27

モ ツネー ト

PMP

ppb
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